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現在の再生医療の位置

失われた臓器を蘇らせる…
幹細胞を握りしめ、生命を創る「神」の領域に踏み出した。

しかし、

多細胞生物の臓器を構築するために、

我々は、いかに科学的知識が不足しているかを

認識することになる。
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毛細血管に秘められた
毛細血管幹細胞の発見
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CapSCsの血管新生能
重症下肢虚血モデルでの検討
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CapSCsの骨格筋再生能
筋ジストロフィ症モデルでの検討
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CapSCsの神経再生能
神経・血管ワイヤリングのキー細胞
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従来技術とその問題点

• 体性幹細胞は、本来、多細胞生物の再生能を裏打ちする細
胞で、組織内で状況により、適切な細胞を必要な量を供給さ
れていると考えらえる。

• これを背景に、安全かつ有効な再生細胞として、皮下脂肪・
骨髄などから分離調整された間葉系幹細胞等が再生医療に
応用されている。

• しかし、基本的に粗な集団であり、本来の組織内の局在や、
再生能を担う細胞（あるいは、これを阻害する細胞）の分布
は不明であり、再生効果が限局的である。



20

新技術の特徴・従来技術との比較

• 本細胞は、組織内の局在が明確で、組織への分布が広く、こ
れまで組織再生医療で考慮されていない能力を内包する。

• 将来の再生医学、医療にむけての諸問題を解決する糸口と
なる基盤となる体性幹細胞である。

• 虚血組織、障害骨格筋モデルでの実験から、既存細胞にくら
べ、優れた組織再生効果が期待できる。
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想定される用途

• 今後、単なる、「完成した製品」としてでなく、成体と共に自己
修復しながら機能していく臓器再生をめざす。

• その観点で、持続的に破壊と再生を高頻度に繰り返す病態
（筋ジストルフィ―症など）疾患において、メリットが高い。

• また、高い血管新生作用に加えて骨格筋再生能を持つ点で、
高齢化社会を背景とする多くの筋萎縮を伴う下肢虚血疾患
において、血液の供給（血管新生）だけでなく、血液の需要
（筋再生）を高める方策は、有効であると期待できる。
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実用化に向けた課題

• 現在、市販の特異的マーカー抗体を用いて、ヒト皮下脂肪組
織から該当細胞を分離調整することができる。

• 今後、本プロジェクトの肝となるマーカー抗体を安定的に調
達することが必要である。

• 調整した細胞特性を安定的に維持するための培養条件や対
象疾患モデルでのPOC取得にむけた検討を行っていく。

• 特異抗体作成技術、ならびに細胞培養条件・開発の経験の
ある企業との連携を希望する。
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産学連携の経歴
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